
中国、コロナ死者急増か火葬場に列、公式発表ゼロ―国産ワクチン依存で重症化リスク
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【北京時事】新型コ

ロナウイルスを徹底

的に封じ込める「ゼ

ロコロナ」政策が破

綻した中国で、感染

拡大に伴い死者が急

増しているもよう

だ。中国政府の１７

日までの公式発表で

は、コロナによる死

者は連日「ゼロ」だ

が、インターネット

交流サイト（ＳＮ

Ｓ）上では、混み合

う火葬場の様子が投

稿されている。 

感染爆発、生活イン

フラ直撃 宅配遅れ、医薬品入手も困難―中国 

 台湾メディアによると、北京市東部の火葬場の外では、遺体を乗せた車が長蛇の列を成

し、火葬場は１４日以降、２４時間体制で稼働。死者の多くは高齢者で、施設の遺体安置

所も満杯だという。北京と同様に「感染爆発」が起きているとされる河北省石家荘市で

も、火葬場外に車の列ができている様子がツイッター上に流れている。 

 中国政府は１４日、当局が「正確な数字を把握できない」という理由で無症状感染者数

の発表を取りやめた。規制緩和を受けて多くの感染者がＰＣＲ検査を受けなくなったこと

が背景にあるが、死者数に関しても実態が全く反映されていない。 

 中国メディアは１３日、新型コロナに感染した３７歳の元プロサッカー選手、王若吉氏

が１２日に死亡したと伝えた。感染に伴う糖尿病の悪化が原因だが、公式発表の死者はこ

の日も「ゼロ」だ。メディア関係でも、人民日報や中国青年報の元記者が感染後に死亡し

たことが分かっている。 

 中国では３年近いゼロコロナ政策によって、国民の間にウイルスへの免疫が形成されて

おらず、ワクチンも米欧製と比べ効果が低いとされる国産しか出回っていない。感染した

場合に重症化する確率も諸外国より高いとみられ、今後、死者数が１００万人を超えると

の試算もある。 

 大量の死者が発生すれば社会不安が高まる恐れもあり、中国政府は混乱の抑制に躍起

だ。官製メディアに取り上げられることも多い感染症対策の第一人者、鍾南山氏は「オミ

クロン株の死亡率はインフルエンザと変わらない」と強調。中国で一般的な「コロナ肺

炎」という呼び方を「コロナ風邪」に改めるべきだなどと主張し、危機の矮小（わいしょ

う）化を図っている。 


